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【要  旨】  
PAH ラットモデルはモノクロタリン（ 60mg/kg）を単回投与した後、 10％ O2
低酸素で飼育し、シリビニン処理群（ Sil）と非処理群 (PAH)を作製した。  
シリビニン非処理群における、右心室収縮期圧（ RVSP）、フルトン指数（右
心室重量 /左心室 +心室中隔重量）、平滑筋の厚さ比（％ MT）、PCNA 陽性細胞によ
る血管閉塞程度から血管閉塞スコア（ VOS）と炎症マーカーが 5 週まで徐々に上
昇した。幹細胞マーカー（ c-kit）には変化なかった。  
Sil-1ｗは PAH-1ｗより RVSP（ｐ＜ 0.01）とフルトン指数（ｐ＜ 0.05）が有
意に低値だった。 Sil-2ｗは PAH-2ｗと比較して RVSP、フルトン指数、％ MT と
VOS が有意に減少した（ｐ＜ 0.05）、肺動脈の CXCR4、SDF-1 と TNFα遺伝子の発
現も有意に低下した（ｐ＜ 0.01）。c-Kit には変化がなかった。Sil-3ｗは PAH-3
ｗと比較して、このような効果は観察されなかった。  
シリビニンは PAH 誘導後 2 週以内では PAH 指標を低下させる等の治療効果が
あるが、3 週以降は無く、PAH は不可逆状態になる可能性がある。シリビニンは
c-Kit 陽性（幹）細胞には作用しない可能性が考えられる。PAH が重篤で不可逆
的な状態になるまではシリビニンは CXCR4 / SDF-1軸を介して PAHを改善する。  
